
別記様式12号

西海警察署協議会第３回会議議事概要

日 時 令和４年７月29日（金）14時30分～16時00分

場 所 西海警察署講堂

１ 協議会
寺本会長代理 江崎委員 加藤委員 中尾委員

２ 警察署
出 席 者 原野署長 宮崎副署長 氷室刑事生活安全課長 坂田交通課長

荒木地域課長
３ 公安委員会

瀬戸委員
４ 警察本部

勝野公安委員会補佐室長
５ 書 記

警務係長

１ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について

署長から、前回協議会における提出意見に対する推進状況につい
て、次のとおり説明があった。
(1) 「ニセ電話詐欺防止対策の推進」について
ア ニセ電話詐欺発生状況
イ 各種広報媒体を活用した広報啓発活動の実施状況
(ｱ) 西海市と連携した広報啓発活動

西海市と連携し、市広報誌へのニセ電話詐欺被害防止記事
会議の状況 の掲載、西海市役所電子掲示板への注意喚起文書掲示、防災

無線の利用による還付金詐欺に対する注意喚起を実施した。
(ｲ) 生活安全ニュースの発行

特殊詐欺への注意を促す生活安全ニュースを発行した。
(ｳ) 防犯団体と連携した広報活動を実施した。
(ｴ) 金融機関におけるニセ電話詐欺被害防止キャンペーンを実
施した。

(ｵ) ニセ電話詐欺被害防止のための声掛け広報を実施した。
(ｶ) コンビニエンスストアに対する防犯指導を実施した。

ウ 巡回連絡等を通じた住民への防犯指導
巡回連絡や警ら活動の際に直接住民の方にニセ電話詐欺の手

口や被害防止方策などを説明した。
エ 犯人からの電話が繋がりにくくする対策の実施

自動通話録音機の無料貸出しについて防災無線で広報活動を
実施した。

(2) 「交通安全施設の点検・見直し」について
管内に設置してある交通安全施設の点検を行うとともに、交通

規制の見直しを検討した。

２ 令和４年４月から６月までの業務重点推進結果について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) ニセ電話詐欺防止対策の推進
(2) 歩行者と自転車の交通事故防止



ア 交通人身事故発生状況
イ 歩行者と自転車の交通事故防止対策
(ｱ) 小学生に対する交通安全教室の開催
(ｲ) 自転車を利用する社会人に対する交通安全講話の実施
(ｳ) 交通安全パレードや交通安全チラシの配布等による交通事
故防止の呼びかけ

(ｴ) 交差点関連の交通違反取締りの強化
(ｵ) 街頭活動の強化

(3) 防災対策の推進
ア 管内の実態把握
イ 災害警備訓練の実施
ウ 災害関係機関との連携
エ 防災意識の高揚を目的とした広報活動

(4) 新入学児童を始めとする児童・生徒等の保護活動
ア 登下校時間帯における通学路における見守り活動
(ｱ) 通学路における街頭監視活動
(ｲ) 地域ボランティア（西海安全パトロール隊）、学校関係者と
の見守り活動

イ 交通安全教室

３ 業務重点推進計画について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 窃盗犯抑止に向けた取組の推進、ニセ電話詐欺防止対策の推進
(2) 高齢者の交通事故防止に向けた取組の推進
(3) 台風到来期に備えた防災対策の推進
(4) 夏期における水難事故防止対策の推進

４ 速度取締り指針について
交通課長から、次のとおり説明があった。

(1) 西海警察署の速度取締り重点
(2) 西海警察署管内における交通人身事故実態
(3) その他の交通指導取締り要点

１ ニセ電話詐欺防止対策の更なる推進について
ニセ電話詐欺の被害が後を絶たず、今後もニセ電話詐欺事案の発

生が予想されることから、ニセ電話詐欺防止対策を推進してもらい
たい。

提 出 意 見 ２ 住民への防犯及び災害対策の意識付けの推進について
住民が被害に遭わないためには、住民自身の防犯及び災害に対す

る意識付けが必要であることから、住民への防犯及び災害対策の意
識付けを推進してもらいたい。

３ 高齢者の交通事故防止対策の推進
高齢者が関係する死亡事故が発生し、高齢者の交通事故防止対策

が必要と思われることから、高齢者の交通事故防止対策を推進して
もらいたい。


